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議題②



災害時の歯科需要

西川哲成・大阪歯科大学口腔病理学講座講師（当時）報告

避難所における
歯科疾患の初期調査

•歯科的な訴え（有訴率）

283人／15630人
＝1.8％（災害時歯科需要）

（1日に歯科を受診する患者
130万人/全人口12380万人＝
1.05％・・・・日本の歯科需要）

災害時に歯科需要は増加する

阪神・淡路大震災

議題②-2



阪神・淡路大震災における歯科疾患の経時的推移

0～2週間

2～4週間

4～6週間

（口腔外傷）

（口腔粘膜炎・重症口内
炎）

（歯性感染症）

（歯の疾患）

（入れ
歯）

0～6週間

 市民病院歯科受診患者（n=992）

阪神淡路大震災と歯科医療：兵庫県病院歯科医会編，1996，神戸.
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阪神・淡路大震災における歯科疾患の経時的推移：高齢者

0～2週間

2～4週間

4～6週間

（口腔外傷）

（口腔粘膜炎・重症口内
炎）

（歯性感染症）

（歯の疾患）

（入れ歯）

• 市民病院歯科受診患者（６５歳以上 n=251）

災害初期には歯性感染症や口内炎が増加する（高齢者で顕
著）

阪神淡路大震災と歯科医療：兵庫県病院歯科医会編，1996，神戸.
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神戸市における災害時の歯科救護活動の流れ

震災発生後、早い時期に、潜在する歯科疾患需要を把握

痛みなどに対する処置、抗生物質の投与などを行うとともに、
入れ歯の修理、即時義歯の作成などを行う

応急的処置

歯科救護所による診療 巡回歯科診療の実施

必要時は、医科救護所に歯科救護所
を併設して臨時の歯科診療所とする

避難された方および要援護者のため
に巡回診療チームの派遣が必要

地域における歯科診療所の再開にあわせて、地域医療体制へと移行

・口腔ケアの啓発
・啓発ポスターなどによる歯科保健意識についての啓発
・洗口場の整備、うがい薬の配置、口腔ケア用品の提供
・歯科医師や歯科衛生士などによる巡回歯科相談の実施

避難所等に
おける継続
的な活動

2026.3.11. 神戸市保健所口腔保健支援センター

調 査
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